
PEM28-06 会場:302 時間:5月 28日 14:45-15:00

極冠パッチと共存する極冠アークの発生
Coexistence of a polar cap arc and a polar cap patch
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極冠パッチの後縁に寄り添った極冠アークをスバールバルのロングイヤービエンに設置された全天イメージャ (ASI)
で 2014年 12月 23日に観測した。極冠パッチは惑星間空間磁場 (IMF) が南向きの場合に発生すること、また極冠アーク
は IMF が北向きの場合に発生することが知られている。さらに、IMF が南向きから北向きに反転した場合には極冠パッ
チと極冠アークが同時に出現することがあることが知られている。パッチとアークの同時出現についてこれまでの観測
例では、両者は互いに遠く離れてはいない (すなわち、両者ともに観測機器の視野内にある)ものの、両者の位置には隔
たりがあったことが知られている。それに対して、今回報告する観測例ではパッチとアークは近接していた。波長 630.0
nmの光の全天画像には、パッチがオーロラオーバルに進入する直前にパッチの後縁の輝度が突然上昇したことが記録さ
れている。これらの画像はパッチのエッジに沿って細長い帯状のオーロラ発光があったことを示している。スバールバ
ル・ダイナゾンデ（イオノゾンデ）の F層臨界周波数 (foF2)観測値から導出した F層の最大電子密度 (NmF2)の時間変
化は、天頂における 630.0 nm光輝度の時間変化とよく一致しており、これは ASIで観測したパッチ状の像は確かにプラ
ズマのパッチだったことを示している。また、ASIで観測した 557.7 nm光輝度データは、パッチのエッジに沿った明る
いアーク状の像がオーロラ発光によるものであることを示唆している。ACE衛星による IMF 観測によると、このイベン
トの１時間前に IMF が南向きから北向きに反転していたことがわかっている。さらに、アークが現れたのとほぼ同じ時
刻に F層ドリフト速度の東西成分が反転したことがスバールバル・ダイナゾンデで観測されており、観測域の F層に東
西方向の速度シアが存在したことを示唆している。このことも、観測した明るいアークが確かにオーロラアークであっ
たことを示している。このイベントの特異性は、これまで良く知られている南北に伸びた極冠アークとは異なり、アー
クが東西に伸びている点である。これらの観測事実をもとに、このアークの発生源についての考察を行う。
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